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医科歯科連携をより推進するための算定の POINT 
＊医科歯科双方で医科歯科連携による算定があることを把握する 
＊医科歯科連携の算定は落穂拾いのように確実に拾っていく 

 
医科歯科連携をより推進するためには、連携によるコスト的なメリットも医科歯科双方

が把握しておく必要があります。特に医科歯科連携に関連する項目の各点数は、それほど高
くはなくものの、しっかりと密に連携をとり、落穂拾いのように拾っていくと、算定できる
傾向にあります。 
この度、医科歯科連携で算定ができるモデルケースを次項以降に取りまとめましたので、

ご紹介致します。 
 
ご紹介項目 

１．診療情報提供関連 
 a. 歯科から医科へ患者紹介 

     b. 医科から歯科へ患者紹介 
  c. 情報共有 

２．周術期等口腔機能管理関連 
３．カンファレンス・回診参加 
４．その他（糖尿病・歯科金属アレルギー関連） 

 
また当委員会が作成したホームページ医科歯科連携医療サーチ（https://oralcare-

isrenkei.org/）から、医科歯科連携に積極的な歯科医療機関を検索することができます。ご
活用頂ければと思います。 
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